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1ま え が き

'′
ゴデリ系スパータィプ校変りは,早期結実性がある.

着色が早く良好である,半わい性であるなどのことから裁
植面積も多い。

筆者らは,スパータイプ校変りについて生産量および果

実品質などについて調査を進めているが,昭和 48～ 51年
の 4年間の調査から果実品質について, 1,2の 知見を得

たので概要を報告する。

2 調 査 方 法

1 供試系統 ;ウ ェルスパー, レッドスパー /実生 (昭
48年度で 7年生 ),ス タークリムツンスパー/実生 (同,6
年生 ),ス ターキングデリシャス /丸葉 (対照 )。

2 採取方法 ;25t′ 果 (約 70玉 )を 10月 上旬から5～
7日 間隔で, 5～ 5回に分けて採取。

3 貯蔵条件 ;採取後ただちにOC, RH,o“ で冷蔵。
4 調査項目 ;10月 (収穫時),3月 上旬,4月上旬(貯
蔵出庫時 )に,果実品質,食味,障害などについて調査 し

た。

こ 調査結果および考察

1 果肉硬度について

収穫時の硬度は,いずれの収穫日でもスパーがスターキ

ングより硬い傾向がみられた (図 1)。 なお, 7～ 8年生

時では,9～ 10年生時よりその差が小さい傾向があったが

若木のためと思われた。 4月上旬出庫時には,ス ターの硬

度低下が大きく,スパーでは硬度低下が少なく商者に 1～

15ポ ンドの差がらられ 硬度の面では貯蔵に有利であった。

2 糖島 リンピ酸につレヽて
収穫時の精度は,年次差があるもののスターキングがス
パーよりやや高い傾向がみられ 5～ 4月 出庫時でRス
ターキンる スパーともに精度が 1～ 15¢高まっている

が,収 穫時と同様にスターキングがスパーょり高かった

(図 2)。

リンゴ醸ま,年次・採収日の差があり収穫時,貯職果と

もスターキング,ス パーの差は少ないが,ややスメーが少

ない。なお,貯蒙果でのスパーの低下がスターよりやや大

きい。
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このため, スパーはスターキングより酸糖比が小さく,

淡白な感じを与えている。

3 食味について

嗜好評価についてみると,収穫時の食味は年次のふれが

あり,遅取りで良い年や差の小さい年もみられたが,概 し

て,ス ターキングが良好で,特にスパーの早採りでは,渋

味・淡自感を強く指摘され,評価点以上にスターキングよ

り劣る結果となっている(図 3)。 貯蔵果についてみると,

収穫時に両者に差が少ない年は貯蒙果でも差が少なく,収

穫時に差のある年は貯安果でも差がみられる傾向があった。

また,貯蔵中に渋味はやや消失するので食味は向上する傾

向がみられる。

9  11 13 15 17 19 21 23 25日
採 取 月 日

図 3 食味指数について

4 蜜入りについて

蜜入りについても,年次による振れがあリスパーとスタ

ーキングの差は明らかでなく,同程度 に発生するように観

察された。

5 貯蔵ヤケの発生について
4月 上旬出庫時では,年次による振れがあるが,ス パー

にくらベスターキングの10月 15日 以前の採収果に多い傾向

がみられた(図 4)。

スパー系統間では, レッドスパーでの発生が他の 2系統

よりやや多いように思われる。

6 内部褐変の発生について
4年間の結果では,昭和48年,50年は各採取日ともスパ

ーの発生が多く,昭和49年はスターキングで多い年であっ

た (表 1)。 これらから。 年次によって発生の多少はある

採取年月日

図 4 ヤケ発生について

がスターにくらべて,スパーの発生がかならずしも少ない

とはいえなかった。

4 ま  と  め

デリ系スパータイプ校変りの果実品質について,樹令 7

～ 10年生にわたる4年間の調査では,デ リ系スパーは収穫

時の生食用果実としては,特に早採りヽ スターキングよ

り劣った。しかし,貯蔵果では果肉はスパーにくらべ硬く,

食味が向上する。ャタの発生が少ないなどにスメーの特性

が認められた。したがって,デ リ系スパーは生食用として

は品質が不良であるため越年販売用に貯安飛開 されること

力`望ましセヽと,ヽえよう。

貯蔵用果としての収穫期は,本県においては暦日で10月

15日 (満開後 155日 前後 )以降と思われる。

なお,他のスパータイプ 2系統についての調査結果では,

レ,ドスパーのヤケの発生がやや多かったほかは,系統間

の年次差が大きく,3系統間の差は少ないものと思われる。
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